








（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和５年度） 問題番号 SA 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 人文社会科学部（社会学科） 

出題のねらい 

 

課題文は、人間が生きる社会や経済が今後「成長、拡大」すべきか、それとも

「定常」を目指すか、という議論を、19世紀にまでさかのぼって検討したもの

である。また、21世紀初頭にメドウズらによって実施されたシミュレーション

の結果にもとづき、今後は「定常」、すなわち持続可能性の追求に力を注ぐべき

ことを説いている。さらに、「定常」的な状態のなかにも不平等な状況が存在す

ることについても警鐘を鳴らしている。本試験では、こうした議論の論理展開

を、順を追って正しく理解する読解力と、それにもとづき自分の考えを論理的

に示す表現力を問うことをねらいとする。 

 

問１では、メドウズらが実施したシミュレーション結果から導き出される未来

予測の深刻さ、およびそれを打開するための具体的な方法について、本書の内

容に即して要約・説明する力を問う。 

 

問２では、全体として持続可能な状況にあるなかにおける個々への公正な「分

配」のあり方について、著者の議論を咀嚼する力に加え、自分の考えを展開す

るための文章構成力と表現力を問う。 

採 点 基 準 
 

 

 
問１ 配点４０％（80点） 

 

① （1）人間が現在と同じような経済活動を続けていると2030年頃に破局を迎

えること、さらに（2）汚染除去などの技術の進歩、人口増加の抑制、一人

当たりの工業生産力の増加などがあれば、地球は21世紀後半にある種の均衡

状態に達する、という点を含んでいること。 

② 文章全体に論理的整合性があること。 

③ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 

問２ 配点６０％（120点） 

 

① 資源消費や経済活動の定常性ないし持続可能性のみならず、同時にそこでの

「分配」のあり方やその公正が問われなければならない、という筆者の主張

を踏まえた上で、自分なりの視点から論を展開していること。 

② 論点が明確であること。 

③ 論述の説得性があること。 

④ 文章全体に論理的整合性があること。 

⑤ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 
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